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会議録 

会 議 名 第８回八王子市再生可能エネルギー導入検討会 

日 時 平成２５年８月２６日（月） 午後 ６時３０分～ ８時５５分 

場 所 八王子市役所 本庁舎 501 会議室 

出

席

者

氏

名 

委 員 
本藤祐樹、白井信雄、中島裕輔、今井雅晴、桒田和仁、富永一夫、奥

田さが子、三浦すみえ 

事 務 局 

（ 説 明 者 ） 

八王子市：諸角環境部長、佐藤環境政策課長、平井環境政策課主査、

谷勝環境政策課主事 

環境自治体会議環境政策研究所：遠藤はる奈、山下剛史 

欠 席 者 氏 名 安藤広和、遠藤尚孝 

議 題 
（１）再生可能エネルギーの導入方法について 

（２）その他 

公開・ 非公 開の別 公開 

非 公 開 理 由 ― 

傍 聴 人 の 数 ４名 

配 付 資 料 名 

次第 

資料 1：八王子市再生可能エネルギー導入検討報告書（案） 

資料 2：長池公園を核とした複合プロジェクト 

参考 1：長池公園でのプロトタイプの提案 

参考 2：長池公園 再生可能エネルギーシステム構築提案 

八王子市再生可能エネルギー導入検討報告書案に関する意見 

会議の内容 

◆開会にあたっての挨拶 

【本藤座長】 第８回の検討会を始める。 

（事務局より出席者、配付資料の確認。写真について公開の了承を得

た。） 

 

◆議事 

（１）再生可能エネルギーの導入方法について 

（事務局より資料１、２に従い説明） 

【事務局（平井）】 説明した報告書案について、本日欠席の安藤委

員より意見をいただいている。プロトタイプのプロジェクト名につい

て２点。１点目は「学校を地域の核として展開」という名称だが、学

校だけでなく、広く公共施設全体を視野に入れた方がよいのではとの

こと。２点目は「既存の地域冷暖房に追加」という名称について。こ

れは地域冷暖房だけでなくその他の事業展開も見据え、「既存の地域

冷暖房や再開発地区での展開」という内容ではどうかとのこと。最後

に、資料編として、24 年度の報告書に掲載されていた参照事例を全

て載せたらよいのではという提案。こちらについてはページ数の関係

で難しい。参照事例は各検討会における題材として報告書に掲載され

ているので、そちらで対応させていただきたい。 

【本藤座長】 では、報告書案について検討をしたいが、まず資料で

意見をいただいた、富永委員、中島委員、そして奥田・三浦両委員か

らご説明をいただきたい。 

【富永委員】 （配付資料「参考１」について説明） 

【中島委員】 （配付資料「参考２」について説明） 

【奥田委員】 （当日配付資料「八王子市再生可能エネルギー導入検

討報告書案に関する意見」について説明） 

【三浦委員】 １点付け加えたい。報告書案 34ページに「時間帯別

電灯契約については、契約の実質的な根拠となっていた原子力発電所
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の再稼働が遅れているため、今後の動向は不透明です。」とあるが、

これは原発の再稼働を期待していると受け取られかねない。言い換え

るか、削除をお願いしたい。 

【本藤座長】 現在までの意見・提案について事務局からどのような

変更を報告書に加えることが考えられるか、回答をいただきたい。 

【事務局（平井）】 方向性としては、いただいた意見を踏まえた記

載を考えている。今後の方針として視野に入れておきたいことだが、

報告書にどこまで細かく書くかを考えると、検討が必要。最終的な体

裁は事務局に任せてほしい。 

【本藤座長】 報告書について他に意見はあるか。 

【三浦委員】 中長期の取り組みを検討していくうえで、具体的な年

数が示された方がよいのでは。 

【事務局（平井）】 中長期については正直難しい。現在市は環境基

本計画の見直し中であり、来年には地球温暖化対策地域推進計画の改

定もある。これらは 10年間の計画であり、一つの目安になるのでは。 

【今井委員】 この検討会では頻繁に出た「八王子らしさ」という言

葉にあるように、この地域で再生可能エネルギーを推進していく要

素、起爆剤となるアイデアを掘り出したいと考えていたが、報告書に

はそういった記載が全くない。次にこういった検討会があれば、是非

とも「八王子らしさ」が見える、起爆剤となるものを検討したい。 

【白井副座長】 再生可能エネルギーをどのように推進していくかと

いう基本的な方針、いわば「八王子方式」が報告書では示されていな

い。前年は記載があったが、今年は削られている。また、導入する再

生可能エネルギーの種類について記載があるが、これは説明でしかな

い。１つの節を立てて、方針を打ち出していく必要があるのでは。 

【奥田委員】 先ほどの意見書に付け加えたいが、屋根貸しの手法に

ついては今井委員などもよく言及されており、検討会の中では異議は

出ていなかった。中期的な取り組みとするのではなく、来年度からで

も取り組めるのでは。まず来年の取り組みとして、屋根貸しを積極的

に呼びかけるという形もいいのでは。 

【中島委員】 起爆剤となるものは何か欲しいという気持ちはある。

推進体制など、今後の話になってくるのかもしれないが、予算や、部

署を跨ぐことの制約について言及し、そういったものを踏まえて中長

期的に取り組める組織を構築していくことを明記してはどうか。 

【本藤座長】 今からできること、できないことを明確にしたい。１

点目としては、奥田・三浦両委員からいただいた意見のうち、「考え

方・方向性」の提案にあった①②③のうち、②③については必ず入れ

るべき。検討会の目的は「方向性を決める」ことであって、報告書の

初めに検討会が打ち出す方向性として「八王子らしさ」、そして「市

民参加」を明記するべきだろう。その方向性をきちんと書いて、その

中に長池公園があると位置づけるべきでは。２点目は表現の問題かも

しれないが、奥田委員からあった屋根貸しについて。屋根貸しの「呼

びかけ」ならば、「実施する」と言えなくても推進を考えれば記載は

可能なのでは。検討会の成果としては長池公園の取り組みだけでは足

りないのかもしれないが、中島委員の指摘にあったように、今後も起

爆剤となる方式を検討していくことが必要であると明記するべき。ま

た、三浦委員からあった、原発に関する表現はしっかりと検討すべき。 

【三浦委員】 八王子市を再生可能エネルギーのまちにしていくとい

う意気込みを報告書では表現したい。 

【本藤座長】 そこに関してはぜひ事務局に努力していただきたいと

ころ。報告書のようなものに情熱を表現しすぎることは全体のバラン
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スを考えると難しいが、うまく熱意を持ち込めるのならばそれはぜひ

やっていただきたい。 

【富永委員】 せめて「八王子らしさ」に対する意欲を見せてほしい。

多様な空間があるのが八王子市であり、諸要素を組み合わせて再生可

能エネルギーを推進していくのならば、それは八王子らしさであると

いえる。そういった八王子市が持つ可能性を明記してもいいのでは。

原発に関する記述は、原発に関する部分を削除し、「不安定な部分が

あるので、今後の動向は不透明」といったニュートラルな表現を用い

ればよいのでは。 

【本藤座長】 報告書の中に、八王子市の特性があまり書かれていな

い。「八王子の特性を活かして」再生可能エネルギーを推進していく

ということは表現しておくべき。具体的にどうするのかを記述するこ

とは難しいかもしれないが、八王子市の特性をしっかりと明記してな

ければ、他の市の報告書だと言われてもわからないものになりかねな

い。八王子市の特性を示すことは、今後の取り組みの中に「八王子ら

しさ」を表現していくことにもつながるのではないだろうか。 

【富永委員】 八王子ビジョン 2022 の策定にも参加したが、その

過程で行った市民に対するアンケートで、八王子市民の９割がこのま

ちに住み続けたいと考えていることがわかった。その理由の最たるも

のが、緑が多いこと。この報告書でもその点に再度言及し、方向性を

示したい。 

【白井副座長】 「八王子らしさ」の話として、エネルギーなどの資

源だけでなく、人的資源や地域力を強調してほしい。八王子市は温暖

化防止センターを設置するなど、省エネ普及啓発に頑張ってきたとい

うイメージを私自身持っている。また、各地域内を単位として住民参

加の方式が形成されていること、併せて普及啓発の体制があること。

そういった“資源”は、再生可能エネルギーの導入では大きな役割を

果たす。 

他には、大学のまちなので、大学をより活かすということを盛り込

んでもよいと思う。大学に再生可能エネルギーを導入してもいいし、

大学の人的資源をもっと取り込んでいくなどのやり方がある。 

【富永委員】 明確な数字を持っていないが、八王子市は大学だけで

なく、福祉団体も多くある。福祉の人たちが自立するために再生可能

エネルギーを導入し、経済的に独立するモデルを形成すれば、八王子

らしさというものになっていくのでは。 

【本藤座長】 報告書案に記載された部分については、ここまでの議

論でまとめたいと思う。では次に長池公園についての具体的なプロト

タイプを検討したい。 

【今井委員】 太陽光ではなく、BDF に関する取り組みについて紹

介したい。某企業では廃油を１つの機械で精製し、そのまま燃料とし

て活用する SVO 方式の機械を開発した。廃食油の活用はこれまで設

備・人件費が高コストで導入が進まなかったが、現在はこういった方

式もある。 

【本藤座長】 いきなり大々的にやるのは難しい。見せ方のアイデア

も必要。 

【桒田委員】 今まで夢を語ってきたと思っている。予算も気にせず

話ができた。これがいざ具現化するとなると、現実に直面し、話がし

ぼんでいくことが多い。 

今回の報告書は総花的なものになっているが、実際の推進を考えると

この後が非常に心配。推進組織の受け皿の案として温暖化防止センタ

ーの話も出たが、センターは十分なキャパシティーがあるとは言えな
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い。専門的な技術やノウハウ、そして意欲が必要。現状、今後の展開

があまり見えないことが不安。 

【白井副座長】 推進組織の検討課題をまだ書いていない。そこに何

を残していくのかということだが、まず短期的に取り組むのは長池公

園。それに加えて中期の計画を具現化していくことが重要な取り組み

となる。温暖化防止センターの役割かもしれないが、たとえば住宅の

太陽光の爆発的な普及を目指していくといったような、普及啓発をど

のようにやっていくか。 

長池公園については、新しく導入するなら何か、という点に言及して

いるが、今あるものをどう活用していくのかという点にも注目すべ

き。今あるものでも工夫すれば普及啓発に大きな役割を果たせる。今

あるものからスタートするということも考えるべきでは。 

【中島委員】 推進体制について。縦割りが障害となっている場合、

それを解消してどのように推進していくか。各課が一緒になって検討

していけばできることもきっとあるはず。今は架空でもいいが、理想

像を打ち出すことをぜひやってほしい。 

【本藤座長】 「できない」と書いてしまうと、いつまでたってもで

きない。市民に中島委員がおっしゃったような問題があると認識して

もらうためにも、「こうすればできる」ということを事務局は言及し

てほしい。 

【富永委員】 推進体制、市民協働の時代なので、行政と市民（産学・

福祉）の意思として１０～２０年貫き通すビジョンを示したい。ハー

ドとソフト、それぞれに人材が必要。具体的な組織を提示することは

難しいかもしれないが、真ん中に一本の柱を立てて、官民連携で推進

するという考え方は記載できるのでは。 

【本藤座長】 推進母体のイメージをできるだけ提示する必要がある

と思うが、事務局は可能だろうか。 

【事務局（平井）】 冒頭の話もそうだったが、どこまで細かく書く

かということに行き着く。エッセンスを書いておけばある程度は網羅

できる。検討会の立ち位置として、市の方針を決めていく上での提言

となるので、「こういう話が出ていた」という意味で、報告書の中に

記載していくことは可能なのでは。 

【奥田委員】 細かく書く、ではなく、具体的に書くことが必要なの

では。具体的なイメージが見えるようにしてほしい。 

長池公園の取り組みについて具体的な提案が出ているが、これをやる

場合、「市役所のこの課が必要」といったことを記述すれば具体的に

なっていく。行政だけでなく、日常的に市民からの意見を吸い上げる

体制を提案してはどうか。今後推進組織が構築された際、そこにいつ

でも市民が意見を投げかけられる仕組みを作っておけば、市民の認識

も高まっていくのでは。中島委員の案はとても良いと思う反面、長池

公園だけでなく、おおるりの家などでもこの中のいくつかは取り組め

るのではと感じる。高尾の里も設計が出来上がっているとは言うが、

何か導入できるものがあるのではという提言、具体的なイメージを提

示してほしい。現状の報告書案には具体性がない。抽象論に終始して

ほしくない。 

【今井委員】 「みんなの意見をまとめました」という報告書だが、

じゃあ次どうするのか。今後は庁内検討会で考えていくことになる

が、そこに我々は参加できないのか。これまでとは全く違った形で議

論されてしまうのではないか。これまでの議論を踏まえて、今後細か

く、具体的にどうしていくのかを検討する場を作ってほしい。この検

討会は具体的な方策を決める場ではなかった。具体的な方策を決める
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場に参加できるのならば手弁当でも参加する。庁内ですべて決めてほ

しくない。 

【事務局（佐藤）】 再生可能エネルギーをどう普及させていくのか

を考えた場合、幅広く推進していくことが前提となる。公共施設に限

ればやはり庁内での議論になってしまうが、民間施設も関わるとなれ

ば、市民の参加は必須。なので、庁内の議論に参加すれば何とかなる

というのは少し違うのではないかなと思う。 

【三浦委員】 一番心配しているのは、今まで話し合ってきたことが

きちんと継続されていくのかということ。推進体制の話になるが、先

ほど中長期の話をさせてもらったように、これまでの検討会の意見を

踏まえて、継続的にやってもらえるのか懸念を抱いている。 

【本藤座長】 最後まで難しい議論になっているが、正しい答えはな

い、どこで折り合いをつけていくか。１つキーワードを挙げるとすれ

ば「具体性」。イメージを具体的に提示すること、場所を具体的に設

定することが考えられる。後者は難しいかもしれないが、前者はぜひ

提示してほしい。座長として言っていいか迷うが、最後なので言うと、

「行政にやってもらう」という観点からだけではなく「自ら行う」と

いう観点からも考えていただければと思う。ここにいるみなさんは主

導して行動できる人たち。みなさんが具体的に行動するなかで、障害

は市と協力して取り除いていく。住民主導で物事を考えたり、行動を

起こしたりしていくことが重要であり、市にはそれをサポートする場

を提供してほしい。 

【白井副座長】 たとえば市内で地区や環境市民会議のエリアで割っ

てみれば、よりローカルに、かつ密接に小さな単位で取り組めるかも

しれない。八王子市のスケールの中で、屋根貸しなど大きなスケール

で取り組むことを考える一方で、小さなコミュニティで密接にやって

いくことなども考えていったらどうか。 

【今井委員】 八王子市には大学等が２３ある。各大学に環境関係の

学部を設けている。たとえば大学のプロジェクトとして、市内の大学

をつなげた会議・コミュニティを構築できないか。そこには企業も参

加するといい。学生のアイデアをもとに、大学の敷地と企業の資金を

活用すれば、八王子市にしかない大学発の大きな動きを生み出せるの

では。なおかつそれは環境学習に直接つながっていく。大学がこれだ

けあるのなら、活用しない手はない。 

【事務局（平井）】 温暖化防止センターでは、市内の大学から紹介

してもらった人材や、企業人が入った部会が行われている。 

【今井委員】 もっと大きな組織を作れないか、市内にうねりをもた

らせるような。 

【桒田委員】 そういった場所で大学の方にお話を伺う機会もある

が、大学はエネルギーに非常に無関心なところのようだ。逆に言えば、

大学は狙い目だといえるかもしれない。 

【奥田委員】 大学との連携という話は以前の検討会でも出た。夢の

話で言えば、大学を取り込んでアイデアを募り、いいアイデアには賞

金を出すというやり方もありえるかもしれない。 

【本藤座長】 場を設ければ様々なアイデアは出てくる。ブレインス

トーミングをする場を設定することも大事。それとはまた別に具体的

な話をする場も必要。それらは分けなくてはいけない。その中でも前

者を市民が設置し、それを市がサポートしていくことは非常に重要だ

と思う。推進組織とはまた別物かもしれないが、そういったものがあ

れば「八王子らしさ」ではある。住民主導でそこに市が参加していく

組織を設けることを報告書に記載することが、検討会の参加者の意思
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を汲み取ることになるのではないだろうか。 

【事務局（佐藤）】 ジレンマを感じながら話を伺っていた。行政が

作っている計画を推進していく際に、非行政で進めていくという方法

に不安がある。市の使命としては再生可能エネルギーをどう普及して

いくか。これを考える上で、市は市で取り組むことがあるし、市民の

みなさんに進めていっていただけるものもある。それを我々がどのよ

うにサポートができるのか。「市はこういうことをしてほしい」とい

うことがあれば我々も非常にありがたい。いただいた意見を基に、行

政的な言い方で申し訳ないが、うまくまとめさせていただきたい。 

 

（２）その他 

【事務局（平井）】 議事の内容が終わり、これにて昨年の１１月か

ら開催してきた再生可能エネルギー導入検討会は終了となる。最後ま

でたくさん意見を頂き感謝している。本藤先生、座長をお勤めいただ

きありがとうございました。最終の報告書は事務局で調整させていた

だき、完成したものについて９月にみなさまにお届けする。最後にな

るが、検討会に参加しての感想をみなさまからいただきたい。なお、

本日欠席の委員の方々からも言葉を頂いている。 

【事務局（谷勝） 安藤委員の代読】 検討会で示した方向がフォロ

ーされ、具体化されていくことが望まれる。各位が一貫して八王子ら

しさを追求したいと考えたこと、委員各位が率直な意見を交わす検討

会に驚きもあったが、予定調和でない会に良さを感じた。 

【事務局（谷勝） 遠藤委員の代読】 この検討会に参加させていた

だいたことに感謝したい。この報告書で示された意見が実際に市の再

生可能エネルギー導入方針に反映されることを祈る。 

【桒田委員】 市民会議の代表、温暖化防止センターに携わった人間

として参加した。今まで長くやりすぎたのかもしれないが、非常に今

後に懐疑的。温暖化防止センターの計画でも、策定した人間はその後

実際の活動に携わっていない。ぜひ、ここに携わった方は、これが終

わりではなく始まりであると考えてほしい。ここで示された熱い思い

が、実際に継続して携わるという形で続いていくことを願う。 

【富永委員】 多くのことを学べた。NPO 活動をするなかで、人と

しての風土ということを考えてきた。外部有識者や事業者、人事異動

にさらされる市の職員は「風の人」だが、それぞれの土地に住む人間

が主体性と強い気持ちを持って取り組むことで、豊かな風が吹くのだ

と思っている。地域で活動する人間として、これがまたスタートだと

思って取り組んでいきたい。 

【奥田委員】 専門家ではない一市民であり、夢を語りたいと思って

いた。そして今日の後半の話は今までで一番楽しかった。最初の頃の

検討会では煮え切らない思いも抱いていた。しかし、再生可能エネル

ギーを市内でなんとしても推進し、自然エネルギーの社会を作ってい

きたい。そして八王子市に誇れるまちになってほしいという思いがあ

る。その中で、市の人や専門家の方とお話しできたことは非常に有益

であった。今後はその夢を実現するために微力ながらも取り組んでい

きたい。 

【三浦委員】 原発の事故があったことで、再生可能エネルギーへの

意識が高まった。そういった中で検討会の案内を見かけて、一市民で

ある自分もこういった思いを持っていると表したくて参加した。専門

知識のない一市民だが、そういう立場だからこそ夢を語れば良いと思

っていたし、参加する中で多くのことを学べた。今後は身近な人たち

とも「八王子市が将来こんなふうになったらいい」ということを語り
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合っていきたい。 

【今井委員】 今後、今日話したような夢を語る場があれば嬉しいし、

その中で何かを発見できるかもしれない。行政を動かすのは難しいな

とも思ったが、やはり行政の力が絶対に必要。例えば、中国はガソリ

ンのバイクを廃止して電動バイクのみになっている都市がある。特に

住民の環境に対する意識は高くないが、規制がそれを実現している。

そういった意味で良い規制が必要だと思う。八王子市に有益な法案や

規制を作れるのならば、住民の一人としてこれからも働きかけていき

たい。 

【中島委員】 私は２３区内に住んでいるが、みなさんの八王子市へ

の熱い思いを感じて、私も本腰を入れて八王子市内で取り組まなくて

はと思っている。品川区の小学校で環境学習の授業を続けており、こ

こ数年はエコスクールから家庭の省エネルギーへと展開している。可

能であれば今後は八王子市の教育委員会にも参画していきたい。でき

ることは率先して協力し、参加していきたい。他の自治体にも持ち込

めるような、良いモデルを作っていきたい。 

【白井副座長】 結果的に最後はいい話ができたと思う。「風の人」

でありながら、専門家として役に立ったかどうかわからないが楽しか

った。環境問題への取り組みはコミュニティと切り離せない。スマー

トシティの実現には、ハード・ソフト・ヒューマンが重要。その中で

も、ヒューマンウェア、つまり人がネットワークを作り、スマートシ

ティを実現していく。この検討会が最終的にヒューマンウェアを重視

する議論に向かっていったことは良いことだと思う。 

【本藤座長】 色んな観点があると改めて実感したし、地域の人はそ

れぞれが地域に対する熱い思いと深い見識を持っている。この検討会

は予定調和ではないものであったと思う。こういった検討会はなかな

か見あたらない。これが「八王子らしさ」のひとつかもしれない。お

願いとしては、一市民としてだけでなく、自分以外の市民の視点、つ

まり公の目も持ってこれから取り組んでほしい。そして、それを踏ま

えて実際に行動してほしいし、その際は市にはサポートをお願いした

い。私は再生可能エネルギーがただ拡散すればいいとは思っていな

い。そのプロセスが最も重要だと思っている。従来のやり方で導入を

進めていこうとすると、どれだけ技術が発展しても、結果は集中型の

電源と似たり寄ったりのものになりかねない。分散型の電源は分権型

の電源ともいう。その電源の入れ方、プロセスに重点を置いていきた

いと常に思っている。 

これまで技術面の評価をやってきたが、社会を変えるのは技術ではな

く、それを使う人であると思っている。なので、それをどう使うかに

思いを巡らせてほしい。 

【事務局（佐藤）】 長きに渡りご参加いただき、委員のみなさま、

そして座長を務めていただいた本藤先生には感謝申し上げたい。今ま

でいただいた意見をばねとして、「八王子らしさ」を具現化していき

たい。みなさんの熱い思いを受け止めて今後の施策に活かしていきた

い。 

【事務局（諸角）】 ４月に部長を拝任して今日までの議論を聞く中

で、もっと真剣に勉強していかなくてはという思いを持った。本日ま

でのみなさまの議論に感謝申し上げたい。地球温暖化は進んでおり、

原発事故以降、エネルギー問題への関心も大きく高まっている。来年

には地球温暖化対策地域推進計画の改定を予定しており、今回の検討

会を踏まえ、新たな取り組みを推進していきたい。先日長池公園で、

八王子市が持つ多様性と可能性を改めて認識した。今後は検討内容を
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踏まえ、市民のみなさまと協力して、できること、できる場所から少

しずつでも取り組み、持続可能なまちとは何なのかということをアピ

ールしていきたい。 

 

以上 

会議録署名人 平成 25 年 10 月 8 日  署 名  本 藤  祐 樹 

 


